






研究目的 

先天性尿素サイクル代謝異常症の中には,低蛋白食による治療が可能なものがあり,早期診

断が重要である。これまでに,paperchromatography,bacterial inhibition assay あるい

は螢光法などにより本症のスクリーニングが行われてきたが,Naylor らにより開発された

尿素サイクル代謝異常症のスクリーニング法,enzyme-multiple auxotroph 法の信頼度を検

討し,マス・スクリーニング法として使用可能か否かを検討することを本研究の目的とする

。 


